
2019 年度第 3 回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催）プログラム（一次案内） 

[テーマ] 次世代の科学教育研究 

[日 時] 令和元年（2019）12 月 21 日（土）13:00～18:30（12:30 受付開始） 

[会 場] 長崎大学（文教キャンパス） 

 〒852-8521 長崎県長崎市文教町１-１４ 

 教育学部本館２階 教育工学実験教室（SCS）注意：土足厳禁（スリッパは用意しております） 

 ○交通案内 http://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/access/bunkyo/index.html 

 

 

12:30 ~ 13:00 受付 

13:00 ~ 13:05 開会 

13:05 ~ 14:25 ワークショップ 

14:25 ~ 14:35 休憩 

14:35 ~ 14:45 ポスター・マッドネス（第一部） 

14:45 ~ 15:15 ポスターセッション（第一部） 

15:15 ~ 15:35 休憩 

15:35 ~ 15:45 ポスター・マッドネス（第二部） 

15:45 ~ 16:15 ポスターセッション（第二部） 

16:15 ~ 16:25 休憩 

16:25 ~ 16:35 ポスター・マッドネス（第三部） 

16:35 ~ 17:05 ポスターセッション（第三部） 

17:05 ~ 17:15 休憩 

17:15 ~ 17:25 ポスター・マッドネス（第四部） 

17:25 ~ 17:55 ポスターセッション（第四部） 

17:55 ~ 18:15 ベストプレゼンテーション賞投票・アンケート 

18:15 ~ 18:25 ベストプレゼンテーション賞表彰 

18:25 ~ 18:30 閉会 

  



14:35 14:45 ポスター・マッドネス（第一部） 

14:45 15:15 ポスターセッション（第一部） 

 

A01 聴覚障害者のコミュニケーション支援のための吹き出し型字幕： 

複数話者による会話場面での情報保障に関する実験のデザイン 

〇江草遼平（明治学院大学） 

 

A02 初等理科教育における統計指導に関する基礎的研究 

―教科の指導法に関する科目の使用教科書に着目して― 

〇五十嵐敏文（日本女子大学）・大谷洋貴（日本女子大学） 

 

A03 協働的モデリングでの仮定の設定における対立・止揚 

埼玉県内国立大学教員養成系学部学生を対象とした実験授業を事例に 

〇今井壱彦（埼玉大学大学院教育学研究科） 

 

A04 小数の乗法・除法の文章題解決における児童のつまずきに関する一考察 

〇北堀榛花（明治学院大学大学院心理学研究科）・澁谷久（稚内北星学園大学）・辻宏子（明治

 学院大学） 

 

A05 算数・数学教育における統合的発展的な考察の過程に関する一考察 

―問題場面の構造の大局的な再構成に着目して― 

〇小泉泰彦（千葉大学大学院教育学研究科） 

 

A06 数学的知識の協定にみる数学的交渉の役割 

〇下村岳人（島根大学） 

 

A07 日本では「理科離れ」問題にどのようにアプローチしてきたか 

–研究の種類と方法を中心に– 

〇長沼祥太郎（九州大学） 

 

A08 科学系博物館での手話通訳付解説の実践報告 

〇生田目美紀（筑波技術大学）・岩崎誠司（国立科学博物館）・北村正美（筑波技術大学） 

 

A09 小学校算数科におけるプログラミング教育に関する研究 

〇成松はるか（明治学院大学心理学部）・青山和裕（愛知教育大学）・辻宏子（明治学院大学） 

 

A10 磁力を金属樹の形状で可視化する探究型学習教材の開発 

〇野口大介（長崎大学） 

 

 



A11 じゃんけんの強さとその人の性格特徴の相関性 

〇長谷実李（明治学院大学心理学部）・青山和裕（愛知教育大学） 

 

A12 数学的活動を真正にするためのユーモアの役割 

〇服部裕一郎（高知大学）・上ヶ谷友佑（広島大学附属福山中・高等学校） 

 

A13 現在の数学科教科書のタスクタイプの分析 

〇松尾勇希（広島大学大学院教育学研究科） 

 

A14 高等学校における育成すべき統計スキルの教科横断的な分類 

〇光永文彦（西大和学園中学校・高等学校 / 東京理科大学大学院） 

 

A15 中学生は優性劣性について誤った認識をしているのか 

―遺伝学習後の中学生 1000 人を対象とした質問紙調査の結果から― 

〇山野井貴浩（白鴎大学教育学部）・井澤優佳（白鴎大学教育学部）・金井正（白鴎大学教育

学部） 

 

A16 疑似科学的言説に対する消費者向け教材開発ガイドラインの作成 

〇山本輝太郎（明治大学情報コミュニケーション研究科）・石川幹人（明治大学情報コミュニケ

ーション研究科） 

 

15:15 15:35 休憩 

15:35 15:45 ポスター・マッドネス（第二部） 

15:45 16:15 ポスターセッション（第二部） 

 

B01 動詞を観点とした中等教育段階における学習指導要領「目標」の分析研究： 

数学・理科・情報に着目して 

〇池田浩輔（岡山理科大学）・福田博人（岡山理科大学・広島大学大学院国際協力研究科院生） 

 

B02 中学生の空間図形の認識に関する研究 

〇岩﨑彩乃（明治学院大学心理学部）・青山和裕（愛知教育大学）・辻宏子（明治学院大学） 

 

B03 Potential positive roles of “exams” in mathematical learning:  

An inferentialist interpretation of a text mining result of Japanese Eighth grade students’ views of 

mathematical proofs 

〇 UEGATANI Yusuke (Hiroshima University High School, Fukuyama), OTANI Hiroki (Japan 

Women's University) 

 

B04 アートとサイエンスの融合イベントへの参加意向と実際の参加者層の分析 

〇加納圭（滋賀大学）・水町衣里（大阪大学）・一方井祐子（東京大学） 



B05 わが国の算数・数学の学習指導における「現実世界の文脈」の役割についての一考察 

〇川上貴（宇都宮大学） 

 

B06 実社会・実生活の問題解決という文脈を導入した理科の授業デザインに関する研究 

－エンジニアリングを主軸とした STEM 教育型理科授業の開発－ 

〇木村優里（特定非営利活動法人東京学芸大こども未来研究所）・原口るみ（特定非営利活動法

人東京学芸大こども未来研究所） 

 

B07 理系学生を対象とした短期集中型初年次科目に関する研究 

〇黒田友貴（静岡大学大学院自然科学系教育部（創造科学技術大学院）・愛媛大学理学部） 

 

B08 統計教育における批判的思考の概念的特徴と国内の実践の課題 

 〇古賀竣也（筑波大学大学院人間総合科学研究科・日本学術振興会特別研究員） 

 

B09 モデルロケットを用いたモノづくりカリキュラムの検証 

 〇小林正明（福山大学）・高原沙紀（福山大学）・岩村充希子（株式会社古川製作所） 

 

B10 里山環境保全教育コンテンツ「里山管理ゲーム」の発展過程と今後の展望 

 〇新階幸也（東京理科大学）・溝口博（東京理科大学）・武田義明（神戸大学）・楠房子（多摩美

 術大学）・青木良太（神戸大学）・山口悦司（神戸大学）・稲垣成哲（神戸大学）・舟生日出男（創

 価大学）・杉本雅則（北海道大学） 

 

B11 理科指導法における多人数の模擬授業実施時に生じる課題に関する研究 

 〇杉山雅俊（明治学院大学） 

 

B12 国立科学博物館における幼年期を対象とした展示室「親と子のたんけんひろばコンパス」 

 〇髙橋あおい（神戸大学）・山口悦司（神戸大学）・小川義和（国立科学博物館）・稲垣成哲（神

 戸大学） 

 

B13 夜間定時制課程数学科三角比指導で学習者が困難を示す場面について 

 〇原健太郎（東京理科大学大学院理学研究科科学教育専攻）・清水克彦（東京理科大学）・渡辺

 雄貴（東京理科大学） 

 

B14 「風景をつくるごはん」概念に基づく教育実践の評価 

—児童の説明におけるトゥールミンモデルに基づく論理に注目して— 

〇細山田祥太（宮崎大学大学院教育学研究科）・中山迅（宮崎大学大学院教育学研究科）・真田

 純子（東京工業大学環境・社会理工学院） 

 

 

 



B15 さいころの目の出方の数学的確率に対する「Grundvorstellungen」の役割 

埼玉県内国立大学教員養成系学部学生を対象とした調査結果を通して 

〇本間太陽（埼玉大学大学院教育学研究科） 

 

B16 自然災害の対策を考える小学校理科学習におけるプログラミング教育の実践(1)  

―第 5 学年「流れる水のはたらき」の授業構想分析― 

〇安影亜紀（宮崎大学大学院教育学研究科）・新地辰朗（宮崎大学） 

 

B17 解法選択で付与される数学的価値の特質に関する一考察 

 〇山崎美穂（帝京大学） 

 

16:15 16:25 休憩 

16:25 16:35 ポスター・マッドネス（第三部） 

16:35 17:05 ポスターセッション（第三部） 

 

C01 大学入試における合格実績データに系統的な欠損がある場合の大学入試難易度序列の決定手

 法の提案 

〇青木亮磨（東京工業大学情報理工学院）・北澤正樹（東京工業大学情報理工学院）・高橋聡（関

東学院大学理工学部）・吉川厚（東京工業大学情報理工学院）・山村雅幸（東京工業大学情報理

工学院） 

 

C02 Creation of possible fictional worlds as a process of validation in mathematical word problem-solving 

and mathematical modeling activities 

 〇 Ippo ISHIBASHI (Graduate School of Education, Hiroshima University (Research Fellow of Japan 

Society for the Promotion of Science)), Yusuke UEGATANI（Hiroshima University High School, 

Fukuyama） 

 

C03 小学校入学前の算数教育に効果的な絵本についての研究 

〇大澤菜々子（明治学院大学心理学部）・青山和裕（愛知教育大学）・辻宏子（明治学院大学） 

 

C04 教員志望の大学生対象にアーギュメントを小学校理科授業に導入する指導能力育成プログラ

 ムの評価 

〇神山真一（大阪体育大学・神戸大学）・栗川尚暉（大阪体育大学）・山本智一（兵庫教育大学）・

 稲垣成哲（神戸大学） 

 

C05 ゲーム型学習教材「ラスワン」による思考力の育成に関する考察 

 〇佐野友香莉（早稲田大学）・辻宏子（明治学院大学）・森田裕介（早稲田大学） 

 

C06 算数・数学の子どもの表現方法の変換を捉える方法の一検討 

 〇清水邦彦（文教大学教育学部） 



C07 算数科における「目的に応じて式を変形する能力」の育成に関する調査 

—偶数・奇数，倍数の学習を事例として— 

〇下村勝平（奈良市立興東小学校・奈良教育大学大学院教育学研究科院生） 

 

C08 AI との処理の違いによる人間らしい学びを生み出す問いの開発研究： 

１週間のけがを題材にして 

〇髙木雄斗（東京未来大学こども心理学部）・紙本裕一（東京未来大学こども心理学部） 

 

C09 STEAM 指向型授業におけるエンジニアリングデザインスキルチェックリストの作成 

 〇田巻公貴（東京理科大学大学院理学研究科科学教育専攻）・渡辺雄貴（東京理科大学） 

 

C10 同一授業における数学的な見方・考え方の構成過程に関する一考察 

 〇中尾真也（奈良教育大学大学院教育学研究科院生） 

 

C11 獲得した知識を俯瞰する行為に着目した学習者の科学概念構築に関わる思考プロセスについて 

 〇中込泰規（横浜国立大学大学院教育学研究科・逗子市立沼間中学校）・加藤圭司（横浜国立大

 学教育学部） 

 

C12 資質・能力の育成を意図した理科実践研究のメタ分析 

〇中村大輝（広島大学大学院）・田村智哉（広島大学大学院）・小林誠（広島大学大学院）・永田

さくら（広島大学大学院）・大野俊一（広島大学大学院）・堀田晃毅（広島大学大学院）・松浦拓

也（広島大学大学院） 

 

C13 外国人児童の算数学習支援のためのリソースに関する研究 

〇西野七海（明治学院大学心理学部）・江草遼平（明治学院大学）・青山和裕（愛知教育大学）・

辻宏子（明治学院大学） 

 

C14 算数・数学教育における子どもが統合的に考えることに関する一考察 

「異なったもの」の分類の整理に焦点を当てて 

〇廣井陸（奈良教育大学大学院教育学研究科） 

 

C15 太陽の日周運動に関する視点移動を支援する XR 天文教育支援ソフトウェアの開発 

 〇松岡浩平（筑波大学）・葛岡英明（東京大学）・久保田善彦（玉川大学）・金井司（栃木県茂木

 町立茂木中学校）・鈴木栄幸（茨城大学）・加藤浩（放送大学） 

 

C16 科学教育を巡る成功体験 

 〇吉田実久（神戸大学国際文化研究推進センター・国際基督教大学） 

  



17:05 17:15 休憩 

17:15 17:25 ポスター・マッドネス（第四部） 

17:25 17:55 ポスターセッション（第四部） 

 

D01 里山環境保全教育コンテンツ「里山管理ゲーム」： 

小学生を対象とした視線計測によるユーザ評価 

〇青木良太（神戸大学大学院）・新階幸也（東京理科大学）・稲垣成哲（神戸大学）・溝口博（東

京理科大学）・武田義明（神戸大学）・楠房子（多摩美術大学）・山口悦司（神戸大学）・舟生日

出男（創価大学）・杉本雅則（北海道大学）・俣野源晃（神戸大学附属小学校） 

 

D02 里山管理を学習するためのシミュレーションゲーム体験中の視線の分析 

 〇朝比奈翔太（神戸大学）・稲垣成哲（神戸大学）・武田義明（神戸大学）・山口悦司（神戸大学）・

 溝口博（東京理科大学）・楠房子（多摩美術大学）・舟生日出男（創価大学）・杉本雅則（北海道

 大学） 

 

D03 児童・生徒の成果物の「創造性」：VIVISTOP 柏の葉をフィールドとして 

〇一方井祐子（東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構）・加納圭（滋賀大学大学院教育学研究

科・一般社団法人社会対話技術研究所）・佐藤桃子（VIVITA 株式会社）・小寺孝明（VIVITA 株

式会社）・山森文生（VIVITA 株式会社）・森村吉貴（京都大学高等教育研究開発推進センター・

一般社団法人社会対話技術研究所）・森幹彦（法政大学情報メディア教育研究センター・一般社

団法人社会対話技術研究所） 

 

D04 離散グラフを扱うモデリングの追跡におけるコモグニション論の援用可能性 

 〇上田凜太郎（東京都立工芸高等学校） 

 

D05 小学校教育における視覚的観点から見たデジタル教材の在り方についての一考察 

 〇小川知沙恵（明治学院大学心理学部）・青山和裕（愛知教育大学）・辻宏子（明治学院大学） 

 

D06 継次処理による数学的概念の構成についての研究：通約可能性を題材にして 

〇紙本裕一（東京未来大学）・福田博人（岡山理科大学） 

 

D07 最先端工学研究を題材とした STEAM 教育実践と評価方法の開発 

 〇川越至桜（東京大学）・山邉昭則（自治医科大学）・大島まり（東京大学） 

 

D08 ３Ｄプリンタを活用した教材を用いて地域の地形や防災について考えを深める授業実践 

〇川島紀子（文京区立第六中学校・お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科）・内藤理

恵（世田谷区尾山台中学校）・大崎章弘（お茶の水女子大学サイエンス&エデュケーションセン

ター）・千葉和義（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・お茶の水女子大学サイエ

ンス＆エデュケーションセンター） 

 



D09 バーチャル環境における街づくりを通した交通安全教育の実践 

 〇塩田悠介（長崎大学教育学部）・瀬戸崎典夫（長崎大学教育学部） 

 

D10 中学校理科「電流とその利用」単元における電気抵抗の概念形成に有効な新規教材の開発 

 〇新鶴田道也（愛知教育大学大学院）・大久保博和（愛知教育大学大学院）・岩山勉（愛知教育

 大学） 

 

D11 中学校第１学年「資料の活用」の教科書分析による扱われている問題およびデータの比較

 〇清山諒（島根大学大学院教育学研究科）・御園真史（島根大学学術研究院教育学系） 

 

D12 高等学校数学科における授業方略の分類 

-アクティブラーニングの実現に向けた授業設計への示唆- 

〇竹高大地（東京理科大学大学院理学研究科科学教育専攻）・渡辺雄貴（東京理科大学） 

 

D13 高等学校数学における数学に対する態度改善を目指して数学的モデリングを導入した実践と

評価 

 〇名知秀斗（多治見北高等学校） 

 

D14 教員養成のための線形代数コースの開発にむけて 

 〇袴田綾斗（高知大学）・大滝孝治（北海道教育大学釧路校） 

 

D15 教員養成系大学生を対象とした STEM 教育に関する授業実践の試み 

 〇丸山雅貴（早稲田大学）・長濱澄（東京工業大学）・北澤武（東京学芸大学）・瀬戸崎典夫（長

 崎大学）・森田裕介（早稲田大学） 

 

D16 算数に関わる教職科目における学生による数学的モデリングレポートの分析 

 〇御園真史（島根大学学術研究院教育学系） 

 

D17 途上国の教師教育におけるモニタリング方法に関する一考察 

－ブレンディッドラーニング型研修の分析より－ 

〇上舘（山口）美緒里（関西大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 

 


